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前 言

本報告は林試研報第53号及び第68号の釜渕森林理水試験の第1.2回報告 

に続いて発表予定の一部である。そ してなお現在取纏め中であるからその概略 

の予報である。

1.流 況 曲 線

昭和 14 年より 29 年までの資料について,1号沢 (有林地) の 日流出量をみ 

る と ・ 流量の対数をとれば正規分布をす るものと思われる。たゞし, 2mm/day 
附近で,流量の分布のしかたが変わるようである。これは恐らく2mm/day以下 

第 1 図 昭和14～29年 (16年問) 降水量 と 1 号沢流量の分布状況



の流*には蒸散量が大きく効くためとも考えられる。一方雨量の分布について 

同様に雨量の対数をとつて, 確率紙上にのせると, 5mm/day附近からそれよ 

り小さい雨量の方が急激に正現分布からはずれる。即ち少雨又は価降雨の 日 が 

相当あることが, 流量にも影響しているとも考えられる。 1

夏季だけについて,流況の概略を述べると次ぎのようになる。

日流量 一夏中の日数 同% 総流量 同%

1 mm 以下 約90日 50 30mm 4
5 mm以下 約150 日 80 150mm 20
5 mm 以上 約40日 20 580mm 80

このよ うに流量の大部分は 5mm以上に集中しているが,その起きた日数は 

夏季 6 ク月間の約2割の40 日足らずである。

降雨の場合も同じようなことがいえる。そしてもつと極端に集中し, かたよ 

っている こ とがわかった。

以上のこ とは,商島, 宝川の本沢,初沢,そして根尾の資料について現在検 

討中であるが大体同様の分布の しかたを している ことがいえそ う である。た s 
し多雨と乾燥地帯によ る差,流域の大小による差が大体つかめるのではないか 

と考えている。

2 . ビーク流量

森林伐採による影響をみるため, その 1方法と してビーク流量(最大比流量) 

を統計的に調べてみた。

伐採前の1, 2号沢について比較してみると, その比 r は

r=PI/PI= 1.05 士 0.1

第2図 ピー ク流量の比較 (2 号沢伐採)

2

号
火
景
灵
沈
受

13沢長大流ﾡ ヴなcイw

-2-

PI . PIはそれぞれ1, 2号沢のビーク流量である。

そしてPの大小に関係なく ・ 大体1割位の偏差がある。

伐採後の比 rtは
rt =RI/PI = 1.10 士 0.2

即ち先きの 1.05 よ り 0.05多い, いいかえるとビークは伐採によつて5%位 

商くなつたことがわかる。そして分散も大きくなつた。

然し伐採後は前と違つて,Pの小さい程ちらばりが大きく,比流量が1m/ 
sec/kma より多い方では, 伐採前後の差がなくなつている。

こ れは, 伐採後の無林地の方の土湿条件 (特に地表附近)が 日 によ つて著しく 

変化 (林地よりも乾燥する場合が多い) することが最大の原因と思われる。

いずれにせよ,伐採による影響は, 想像していたものよりはるかに小さい, 

備か5%程度の増加しかみられないことは, 重要なことである。又強雨多雨で 

流出量の多い時は, 伐採後でも有無林地の差が殆んど無いこと, 即ち洪水に対 

して森林は万能でないのである。

3 .減衰曲 線

1 ,2号沢,伐採前後の全資料から減衰曲線をしらべた。結果は両沢及び伐採 

前後に関係なく , たゞ気象因子従つて季節によつて変わることがわかつた。

例えば,最も蒸発散の少ない と思われる晩秋 (冬季は積雪のため採用しなか 

つた)の然も真夜中から朝日のさすまでの資料についてその状況をみると,両 

沢に僅かの差があるが,伐採前後に変化はなく,すべて非常にきれいに一致し 

た。仮に,これを この試験地の規準減衰曲線として置こう。

季節別として各月毎に減妻曲線を作つてみると, 盛夏 8 月 が最も急激に減衰 

するが7, 9, 6,10, 5,11月と次第に規準誠妻曲線に近づくことがわかる。

流出機構に最も重要な働をする土壌状態は伐採によ り殆んど影響を受けず, 

少く とも伐採後10年位では変化が認められない。 たゞ土中を浸み出る時に失 

う水,即ち蒸発散量の多少が, それぞれの季節の減衰曲線を決定する こと は明 

ら かで ある。

一方両沢伐採前後の蒸発散量(消失量)をみる と , 次ぎのよう になっている。

伐 奨 前 伐 奨 後

全 年夏半年 全 1 年 夏半年附

1号沢 600mm 510mm 640mm 560mm 平均年雨量

2号沢 540mm 490mm 450mm 420mm 2,400mm
1,2号の差 60mm 20mm 190mm 140mm 1号沢平均年流量

伐採前の 1, 2号と同じ 割合で 蒸発散 らコと. 
すると考えた時の2号沢の蒸発散量は (emm 538mm 1,800mm
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即ち伐採によって,2号沢の蒸発散量は,年間で約130mm,夏半年で約120m 

m少したことになる。これは林地からの蒸発散 (樹冠遮断を含む)の方が無 

林地からのそれよりも大きく ・ 従つてそれだけ林地からの流量は無林地よ り も 

少くなるが, その量は年間でやつと 100mmを越す程度に過ぎない。

結 び

山地からの流出量に及ぼす森林皆伐の影響はこのよ うに僅かである。従って 

又,森林皆伐が治山治水上より有益である という ことは勿論出来ない。たぶ理 

水上の森林の機能を過大評価してはならないことはいえるものと信ずる。
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